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物質の構成 13 元素の周期表 
A．元素の周期表 

 自然界に存在する元素と人工元素をあわせると，現在 118 種の元素が知られており， 

173 種まで存在可能という説があります。 

化学の教科書や参考書など表紙（または裏表紙）を 1 枚めくると， 

これらの元素が並んだ表がありますよネ。これを元素の周期表といいます。 

ここでは元素の周期表の見方を簡単に学習しましょう。 

用語解説 

 周期律 

元素を原子番号の順に並べると，性質が似た元素が周期的に繰り返しあらわれること。 

周期表 

周期律にしたがって，元素を原子番号順に並べた表。 

つまり，「原子を原子番号 1 から順に左端から並べていき，性質が似た元素が現れたら

改行し，再び左端から順に並べていく」という作業を繰り返してできた表です。 

 
周期：周期表の横の列（第 1 周期～第 7 周期） 

 族：周期表の縦の列（1 族～18 族） 
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周期表は元素の住所録みたいなもんです。 

たとえば「第 2 周期 17 族」といえば「フッ素 F」ですし， 

「カリウム K」は「第 4 周期 1 族」に対応します。 

また，周期番号は原子の電子殻（K，L，M，N）の数を表しています。 

第 1 周期の元素は K 殻の 1 個 

第 2 周期の元素は K 殻と L 殻の 2 個， 

第 3 周期の元素は K 殻，L 殻，M 殻の 3 個の電子殻をもっている，，，ということです。 

 

 以下の元素と周期表での位置は記憶してください。（初めはうろ覚えでいいですヨ） 

 

 文系の人用（少なくとも赤色の元素はきちんと覚えてください） 

 

理系の人用 

 

 

 

 

 

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

1 H                 He 

2 Li Be           B C N O F Ne 

3 Na Mg           Al Si P S Cl Ar 

4 K Ca    Cr Mn Fe  Ni Cu Zn     Br  

5           Ag   Sn   I  

6  Ba        Pt Au Hg  Pb     

7                   

 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 

1 H                 He 

2 Li Be           B C N O F Ne 

3 Na Mg           Al Si P S Cl Ar 

4 K Ca Sc Ti V Cr Mn Fe Co Ni Cu Zn Ga Ge As Se Br Kr 

5  Sr        Pd Ag Cd  Sn   I  

6 Cs Ba        Pt Au Hg  Pb     

7                   

族 

周期 
族 

周期 
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B．周期表での元素の分類 

 ここでは周期表上で元素を分類してみます。大きく 2 通りの分類のしかたがあります。 

分類のしかた 1：典型元素元素と遷移元素 

典型元素 

1～2 族，12～18 族の元素 

特徴 

・同じ縦の列の元素（同族元素（価電子数が同じ））は性質が似ている。 

・価電子数が族番号の一の位に一致（18 族（価電子数 0）を除く）  

 遷移元素 

   3～11 族の元素 

   特徴 

   ・遷移元素はすべて金属の元素 

   ・隣り合った元素どうしの性質が比較的似ている。 

   ・価電子数は 1 または 2 

 分類のしかた 2：金属元素と非金属元素 

  金属元素 

   周期表のホウ素 B とアルミニウム Al を境に右下へ 1 段ずつ階段上に仕切った左側の

元素（水素 H は除く） 

  非金属元素 

   金属元素以外の元素 
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皆さんが覚えている 35 種の元素を，金属元素と非金属元素に分類しておきますネ。 

   金属元素：Li，Be，Na，Mg，Al，K，Ca，Cr，Mn，Fe，Ni，Cu，Zn，Ag，Sn，Ba，

Pt，Au，Hg，Pb（以上 20 種） 

   非金属元素：H，He，B，C，N，O，F，Ne，Si，P，S，Cl，Ar，Br，I（以上 15 種） 

  上の分類は完全暗記する必要ありません。何となく雰囲気だけネ。 

C．同族元素 

上で述べたとおり典型元素は縦の列（族）で性質が似ています。 

この縦の列の元素群を同族元素といいます。 

ここでは主な同族元素を紹介してみますネ。グループ名がついているんですヨ。 

 アルカリ金属 

H を除く 1 族の金属元素［Li，Na，K，Rb，Cs，Fr］ 

覚え方：（H） Li  Na K       Rb    Cs          Fr 

す  り    仲  間と ルビー  せし  めて  フランスへ 

       覚えるのは Li，Na，K だけでいいです。 

特徴 

・価電子数が 1 なので，1 価の陽イオン（ +Li ， +Na ， +K など）になりやすい。 
・陽性が最も強い（最も陽イオンになりやすい）グループ 

・炎色反応を示す（Li 赤 Na 黄 K 赤紫 Rb 紅紫 Cs 青）太字は覚えましょう。 

 アルカリ土類金属 

Be，Mg を除く 2 族の金属元素［Ca，Sr，Ba，Ra］ 

   覚え方：Ca               Sr         Ba              Ra 

仮面ライダー  ストロンガー  バイクに乗って  ラッタッター 

覚えるのは Ca，Ba だけでいいです。 

特徴 

・価電子数が 2 なので，2 価の陽イオン（ +2Ca ， +2Ba など）になりやすい。 
・陽性が強い（陽イオンになりやすい）グループ 

・炎色反応を示す（Ca 橙赤 Sr 深赤 Ba 黄緑 Ra 紅）太字は覚えましょう。 

ハロゲン 

17 族の非金属元素［F，Cl，Br，I，At］ 

覚え方：F    Cl        Br  I 

ふっくらした   ブ リ  

  特徴 

・価電子数が 7 なので，1 価の陰イオン（ -F ， -Cl ， -Br ， -I など）になりやすい。 
・陰性が最も強い（最も陰イオンになりやすい）グループ 
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 希ガス 

18 族の非金属元素［He，Ne，Ar など］ 

  特徴 

・価電子数が 0 なので，イオンになりにくい。 

・化学的に安定である，つまり，化学反応しにくい。 

・単原子分子（常温で気体）である。 

D．炎色反応 

金属元素を含む化合物が炎に触れて特有の色を出す反応。 

主な金属元素の炎色反応の色の覚え方 

 特に Na の黄色は試験によく出題されますネ。 

覚え方 1：炎色反応の色の波長を長い順に整理（私のころはこれでした） 

  虹の 7 色は赤橙黄緑青藍紫の順になっており，それは波長の長い順と一致します。 

  このことをもとに分類すると次の表のようになります。 

より高度な学習につなげたいのなら，これで覚えると便利です。 

元素 Sr Li Ca Na Ba Cu K 

炎色 深赤 赤 橙赤 黄 黄緑 青緑 赤紫 

語呂 ス     ル リ  と  軽    く な  わ  ばり   ほ  ど      く 

光の波長 長                                    短 

光のエネルギー 低                                                      高 

 

覚え方 2：今風の語呂合わせです。 

Li 赤  Na 黄  K 紫  Cu 緑  Ba 緑  Ca 橙   Sr                 紅 

リアカー なき     K 村 で 動力 に  馬 力
リョク

  借ると   するも（貸して） くれない 

（第 1）イオン化エネルギー 

気体状態の原子から電子を 1個取り去る（1価の陽イオンにする）のに必要なエネルギー。 

たとえると， 

惑星（原子）からロケット（電子）を打ち上げるのに必要なエネルギーみたいなもんです。 

 したがって， 

「陽イオンになりやすい（陽性が強い）元素ほどイオン化エネルギーは小さい」 
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 ってことになります。 

周期表でいうと，左下の元素ほど小さく右上の元素ほど大きいという傾向があります。 

 また，第 4 周期までの元素の中では， 

  イオン化エネルギー最小：カリウム K 

  イオン化エネルギー最大：ヘリウム He（すべての元素の中でも最大です） 

となります。これは模擬試験などによく出題されます。 

 

ことわり 

本編はメルマガ高校化学の部屋 http://www.geocities.co.jp/HeartLand-Poplar/8632/ 

バックナンバー中の記載「このメルマガは，転載・複写自由です。」に甘え， 

内容を保ったまま，整理・加筆し，転載したものです。 

大学理系入試問題・受験問題集を解いてみた http://www.toitemita.sakura.ne.jp/ 


